
令和６年度 栃木県立矢板東高等学校（全日制） 学校評価シート 

教育目標  高い志を抱き、次代を力強く担うリーダーの育成 
本年度の重点目標 

 １ 深い教養、高い学力の育成 
 ２ 他者を思いやる心、社会貢献意欲の育成 
 ３ 心身の力強さと健やかさの育成 
 ４ 魅力ある学校づくりの推進 

学    校    自    己    評    価 学校関係者評価 

現 状 と 学 校 評 価 実 施 概 要 達 成 状 況 と 評 価 令和７年２月１７日実施 

評価 

区分 
本校の現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 方策の達成状況 

部分

評価 
次年度への課題と改善策 評価、意見等 

１ 

・生徒は真面目に授業に取り

組むが、やや受動的である。生

徒が主体的に授業に取り組め

るように、授業の展開、ICT を

駆使した手立て、ワークシート

等を工夫して、魅力ある授業を

行う。 

・多くの生徒は積極的に探究

活動に取り組んでいる。内容を

さらに深化させ、今後の学びに

つなげさせるためにも、その成

果を発表する校内外の機会を

充実させる。 

(1)教員の授業力の

向上 

①授業第一主義を実践するため、各教科

において公開授業と授業研究会を積極

的に実施する。絶えず授業改善に努め、

学校全体での授業力向上を図る。 

①教員アンケート結

果分析、授業研究

会分析 

肯定的回答が生徒 90％、教

員 86％、保護者 78％であっ

た。公開授業週間を利用し、

授業研究を実施できた。 

B 

・授業第一主義を実践するた
め、引き続き公開授業と授業

研究会を実施し、授業力の向
上に努める。 
・生徒の学習意欲を高めるた

めに、アンケートや振り返りシ
ートを用いて生徒の実態やニ
ーズを把握し、授業の魅力化

を図る。 
・探究活動を充実させるための
支援や指導法の改善を行う。

引き続き外部団体主催のコン
テスト等への更なる挑戦を促
す。 

・現在話題となっている
デジタル教科書の使
用について。使うメリッ
トがある教科とそうでは
ない教科があると思う
が、生徒が内容を理解
する手助けとなる教
科、題材についてはし
っかり対応してほしい。 
・外部団体コンテスト等
への参加者が増えて
きたことは素晴らしい。
学校ホームページだ
けでなく、外部への周
知方法をより工夫して
ほしい。 
・保護者の学校評価ア
ンケートで評価が低い
項目があることに関し
ては、保護者が学校に
魅力を感じられるよう
に、保護者に伝えてほ
しい。 
・PTA 組織で支部がな
くなってから、保護者と
教員が話し合う機会が
少なくなったように思
われる。 
・オリエンテーションな
どの学校行事で PTA
が担当する場面がある
ときはぜひ依頼してほ
しい。 

②授業の目標を明確にするとともに、主

体的・対話的で深い学びのある授業を実

践し、生徒の知識・技能や思考力・判断

力・表現力の向上を図る。 

②教員・生徒授業ア

ンケート結果分析、

授業研究会分析 

肯定的回答が、生徒 92％、

教員 94％、保護者 87％であ

った。多くの教員が授業改

善を意識し、実践できた。 

A 

(2)生徒の学習意欲

と学力の向上 

校内における「総合的な探究の時間」を

充実させ、コンピテンシーの対課題基礎

力を伸ばす。さらに、外部団体主催のセミ

ナーやコンテストなどへの積極的な参加

を促す。 

教員・生徒授業アン

ケート結果分析、

GST 分析、生徒の

参加状況と活動内

容の分析 

生徒の 88％、教員の 89％が

肯定的な回答。担当教員の

効果的な指導により、外部

団体コンテスト等への参加者

が増えてきた。 

A 

２ 

・生徒は概ね真面目で大人し

いが、最近、生徒指導事案が

増加傾向にある。社会に貢献

する生徒の育成を目指した今

までの充実した進路指導に加

えて、他者を思いやる心の育

成を意識した生徒指導を行う

必要がある。 

(1)中高一貫教育校

のメリットを生かし

た教育活動の推

進 

学校行事等において、異年齢集団による

活動が効果的に実施できるよう、準備、実

施、振り返りの各場面で中高の連携をより

推進する。 

生徒の自己評価や

学校評価アンケート

結果分析 

生徒の肯定的な回答が６割

未満。中高一貫教育校のメリ

ットを生かした教育活動が展

開できていない。 

B 

・企画・運営方法を見直し、中
高一貫教育校のメリットを生か

した生徒の主体性を育む行事
を実施する。 
・更なる進路指導の充実に努

め、生徒の自己理解が進み、
進路について自ら考える力が
伸長するような指導を行う。 

(2)進路指導（キャリ

ア教育）と生指導

の充実 

進路関係行事の確実な実施や適切な進

路情報の提供など、進路指導のさらなる

充実を図るとともに、教育活動全体を通し

た生徒指導の充実を図る。 

生徒の自己評価や

学校評価アンケート

結果分析 

肯定的回答が生徒 85％、教

員 97％、保護者 83％であっ

た。進路指導の充実は本校

の強みである。 

A 

３ 

・生徒は部活動などの特別活

動に積極的に取り組んでいる

が、自己肯定感があまり高くな

い生徒も見られる。自己肯定感

を高めるために、より良い人間

関係を築こうとする自主的・積

極的な態度を育成する教育活

動を展開する必要がある。 

・生徒の中には教育相談が必

要な者も見られる。生徒一人ひ

とりに対して組織的に支援し、

教育活動全体を通じて心身と

もに健やかで活力にあふれる

生徒の育成が求められる。 

(1)部活動に関わる

指導等の適正化

と特別活動の活

性化 

 

①「部活動に係る活動方針」等に基づい

た適正な部活動の運営を行うとともに、コ

ンピテンシーの対人基礎力を高めるた

め、生徒の主体的・積極的な活動を推進

する。 

①部活動の活動状

況の検証、生徒の

参加状況と活動内

容の分析 

肯定的回答が生徒 80％、教

員 86％、保護者 78％であっ

た。各部の活動方針に沿っ

て実施しているが、生徒の評

価が若干低い。 

B 

・生徒の課題発見力や協働力
が高められるよう、生徒が主体

的・積極的に部活動等を運営
できる体制づくりを行う。 
・より良い人間関係を構築しよ

うとする態度を育成するため
に、生徒会活動やホームルー
ム活動の見直しや改善を行う。 

・居心地の良い学校環境をつ
くるためにも、引き続き複数回
の個人面談をとおして生徒理

解に努める。 
・いじめの未然防止のために、
組織的なサポート体制を見直

し、確立させる。 

②自己実現の視点でホームルーム活動

や生徒会活動を充実させることで、生徒

の心身の健やかさと活力を育む。 

②生徒の自己評価

や学校評価アンケ

ート結果分析 

肯定的回答が生徒 79％、教

員 86％、保護者 83％。生徒

の評価が若干低い。 
B 

(2)生徒の健全な精 

神の育成 

①居心地の良い学校環境づくりを一層推

進するとともに、定期的な個人面談等をと

おして生徒理解に努める。 

①教育相談の実施

状況、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗ

ｰの活用状況 

肯定的回答が生徒 89％、教

員 97％、保護者 93％。個人

面談をよく行っている。 
A 

②教育相談体制のさらなる充実を図り、

いじめの未然防止や生徒の悩み等の早

期発見・対応に努める。 

②いじめ認知件数、

学校評価アンケート

結果分析 

肯定的回答が生徒 81％、教

員 92％、保護者 84％。教育

相談体制が充実している。 B 

評価 

A 達成（満足）できた    ･･･（80％以上） 

B ほぼ達成（満足）できた  ･･･（80％未満～50％） 

C 十分とは言えない    ･･･（50％未満～20％） 

D 達成できなかった     ･･･（20％未満） 



 

 
４ 

・生徒・保護者の学校満足度は

高く、教員は生徒と関わる時間

を確保しているが、時間外勤務

時間が少なくない。職員一人

ひとりが働き方改革を意識しな

がら教育活動を行う必要があ

る。 

・本校の魅力あふれる情報を積

極的に発信するなど、広報活

動を一層促進する必要がある。 

(1)教員の「働き方改

革」の推進 

①担当する業務について、見直しや改善

を図り、業務を精選し効率化を図ること

で、より効果的な教育活動を行うことがで

きるようにする。 

①超過勤務時間や

年度末反省の検証 

業務の見直しや改善を図っ

ており、全体として超過勤務

時間は減少している傾向に

ある。 

B 

・超過勤務時間の削減に向け

て、業務の見直しを更に進め
る。 
・円滑なコミュニケーションを図

り、協働意識を高め、「チーム
矢東」で業務に取り組む。 
・ホームページの充実を図り、

保護者や地域に学校の魅力を
発信する。 
・保護者や社会のニーズの把

握に努め、適切な情報を提供
する。 

・「チーム矢東」として
「真面目な雑談」をする
ことは素晴らしい。HR
担任（副担任）は毎朝
HR に行くが、教科担任
と生徒の情報を共有す
るような雑談は生徒理
解のためにもとても良
いこと。 
・配付されている生徒
のタブレットの使い勝手
が悪いので、生徒のス
マートフォンの使用など
も再考してほしい。教員
の ICT スキルの向上が
必要。 

②「チーム矢東」の一員であることを意識

させ、「真面目な雑談」を通して教職員間

のコミュニケーションや協働を大切にす

る。 

②教員アンケート結

果分析 

折に触れ「チーム矢東」の一

員であることを意識させた。

教職間のコミュニケーション

は良好である。 

B 

(2)学校広報活動の

充実と情報発信

の促進 

 

①内容の更新を適時行い、ホームページ

の充実を図り、学校の情報を保護者や地

域社会に発信する。 

①ホームページの

更新・閲覧状況、ア

クセス数 

肯定的回答が教員は 86％

であったが、生徒は 68％、

保護者 78％であった。 

B 

②保護者や地域社会のニーズにあった

情報を提供する。特に中学生を意識し

て、生徒視点の記事を掲載するなどその

内容・方法等を工夫する。 

②学校評価アンケ

ート結果分析 

生徒会役員生徒のブログを

開始するなど学校ホームペ

ージの充実を図っている。 B 


